
今月の
　記念日

　あの教育勅語の時代、子どもたち
は何を教えられ、どこに向かってい
ったのか…。いま再び、教育勅語を
礼賛する政治が復活し、愛国心を最
重要視する道徳教育が行われようと
しています。第１章では教育勅語に
何が書いてあり、教育勅語が果たし
た役割を解説しています。「良いこ
とも書いてある」という意見に対し
ても、教師をめざす学生の「あえて
教育勅語を使って教える必要はな
い」との素朴な声を紹介していま
す。第２章では道徳の教科化につい
て分かりやすく解説されています。

筆者は、道徳での評価は、心の中を
評価することになるため、本音を言
っていいのか戸惑う子どもたち、何
を基準に評価したらいいのか悩む教
師がいたる所にうまれてしまうこと
を危惧し、道徳の評価をすべきでな
いと指摘しています。また、維新府
政のもと大阪の学校現場の実態も明
らかにされています。
　最後に「憲法が生かされる教育」
を通じて、多様な価値観が尊重され
る社会がつくられるはずで、そこに
は教育勅語や教科化された道徳は必
要ないと強調しています。

「教育勅語と道徳教育
 －なぜ、今なのか－」

平井美津子　著 
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道徳は子どもたちをどこへ
導こうとしているのか？

混ぜると
ガパオライス

交野市職労　国武　裕次さん

協力：現業評議会・給食部会

タイの国民食、気分は
すっかりエスニック

① ピーマンと赤ピーマンは５ミリ×５ミリのさい
の目切りに、にんにくはみじん切りにする。
② 玉ねぎとたけのこ水煮も５ミリ×５ミリのさい
の目切りにする。
③ 菜種油を熱し、にんにくを入れ、鶏ミンチを炒
める。玉ねぎ・たけのこを加え、さらに炒める。
④ 調味料で味をつけ、ピーマン・赤ピーマンを加
え、火を通してでき上がり。

　スプーンでご飯と具材を少しずつ取りながら食
べてよし、すべてかき混ぜて食べてもよし。

作り方

材料（４人分）　　　　　　　　　
■ 鶏ミンチ120ｇ、ピーマン12ｇ、赤ピーマン12ｇ、にんにく１ｇ、玉ね
ぎ60ｇ、たけのこ（水煮）40ｇ、菜種油１ｇ
　調味料： 濃口しょうゆ６ｇ、かき油14ｇ、砂糖14ｇ、ナンプラー（魚醤）

2.5ｇ

「ブータン　山の教室」「ブータン　山の教室」

昼もなお暗い峠道
現在は「酷道」308号線
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古
道
、「
暗
越
奈
良
街
道
」（
く
ら
が
り

ご
え
な
ら
か
い
ど
う
）
は
日
本
屈
指
の
急

勾
配
で
有
名
で
す
。
か
つ
て
、
大
阪
と
奈

良
を
つ
な
ぐ
最
短
ル
ー
ト
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
人
や
物
の
往
来
に
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
県
境
の
生
駒
山
を
越
え
て
い
く
街
道

と
し
て
利
用
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
お
伊

勢
参
り
が
盛
ん
に
な
り
、
宿
や
茶
屋
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
は
国
道
３
０
８
号
線
と
な
り
、
残

さ
れ
た
急
坂
は
車
の
往
来
の
難
所
と
し

て
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
道
中
、
観
音
寺
と
い
う
お
寺
や

所
々
に
石
の
道
標
、
石
仏
群
が
あ
り
昔
の

古
道
を
思
わ
せ
ま
す
。

　

「
く
ら
が
り
」
の
由
来
は
、
昼
も
な
お

暗
い
峠
道
、
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
昔
、

馬
に
乗
っ
た
武
士
が
、
あ
ま
り
の
急
坂
に

ひ
っ
く
り
返
り
「
鞍く

ら

返か
え

る
」
か
ら
き
た
…

と
の
説
も
あ
り
ま
す
。

県
境
に
今
も
残
る

江
戸
時
代
に
敷
か
れ
た
石
畳

　

県
境
に
差
し
か
か
る
と
、
足
元
が
急
に

石
畳
に
か
わ
り
ま
す
。
昔
は
足
元
が
ぬ
か

る
ん
で
い
た
た
め
、
参
勤
交
代
の
際
に
歩

き
や
す
く
す
る
た
め
に
江
戸
時
代
に
石
畳

を
敷
い
た
の
だ
と
か
。

今
あ
る
石
畳
、
こ
の
石

が
何
百
年
も
昔
の
人
が

歩
い
た
石
畳
だ
と
し
た

ら
、
す
ご
い
で
す
ね
。

　

日
本
屈
指
の
「
酷

道
」
と
も
言
わ
れ
る
暗

越
奈
良
街
道
・
暗
峠
で

す
が
、
雨
天
な
ど
悪
天

候
の
時
は
路
面
が
と
て

も
滑
り
や
す
い
の
で
十

分
ご
注
意
を
。

暗峠
（くらがりとうげ）

東大阪市

おおさか自治体の仲間　2021年11月15日　第378号 ４５ 2021年11月15日　第378号　おおさか自治体の仲間

　「民間でやれることは民間で」のかけ声で公務公共サービスの民
間委託・民営化がすすめられるとき、いつも使い捨てにされてきた
非正規公務員。民間なら違法とされるような雇い止めも公務では当
たり前。高くて硬い壁にぶつかる非正規の仲間たちとともにたたか
いたい。

　ユネスコ（国連教育科学文化機関）とは、教育や科学及び文化などの活動を通じて世界平和に貢献するために作ら
れた国連の機関のひとつです。第二次世界大戦をきっかけに、世界平和を実現することを最大の目標として作られた
ユネスコは、終戦の翌年の11月に発足しました。ユネスコ憲章記念日は11月４日です。この記念日は、1946年（昭和
21年）の11月４日にユネスコ憲章が発効し、ユネスコが発足したことにちなんで制定された記念日です。 日本は
1951年（昭和26年）にユネスコに加盟しました。 ユネスコ憲章記念日には、文化や教育を通じて世界平和を実現す
るという願いが込められています。毎年イベントなども開催されています。

高くて硬い壁と
それにぶつかって壊れる卵があるとしたら
私は常に卵の側に立つ

ユネスコ憲章
記念日
11月４日

村上　春樹（1949年～）

　

ブ
ー
タ
ン
北
部
、
標
高
４
８
０
０
メ
ー
ト
ル

の
地
に
あ
る
村
ル
ナ
ナ
が
主
な
舞
台
で
す
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
歌
手
に
な
る
こ
と
を
夢
見
る

教
師
の
ウ
ゲ
ン
は
、
あ
る
日
、
教
官
か
ら
ル
ナ

ナ
の
学
校
に
赴
任
す
る
よ
う
言
わ
れ
、
渋
々
引

き
受
け
ま
す
。
険
し
い
山
道
を
登
っ
て
首
都
テ

ィ
ン
プ
ー
か
ら
８
日
間
か
け
て
た
ど
り
着
い
た

村
で
は
、
村
人
と
子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
先
生

の
到
着
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
電
気
も

な
く
、
携
帯
の
電
波
も
届
か
な
い
土
地
、
授
業

を
す
る
に
も
黒
板
も
教
科
書
も
あ
り
ま
せ
ん
。

勝
手
の
違
う
環
境
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
た
い
と
い
う
ま
っ
す
ぐ
な
気
持

ち
に
動
か
さ
れ
、
街
か
ら
教
材
や
ノ
ー
ト
を
取

り
寄
せ
、
授
業
を
始
め
る
ウ
ゲ
ン
。「
ヤ
ク
に

捧
げ
る
歌
」
を
歌
う
娘
セ
デ
ュ
と
出
会
い
、
村

人
た
ち
の
日
常
に
触
れ
る
う
ち
に
彼
ら
の
こ
と

を
理
解
し
、
子
ど
も
た
ち
と
心
が
通
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
が
、
や
が
て
冬
が
近
づ
き
、
村
を

去
る
日
が
や
っ
て
き
ま
す
…
。

　

「
国
民
総
幸
福
の
国
」
と
言
わ
れ
る
ブ
ー
タ

ン
。
こ
の
映
画
で
は
国
を
出
た
い
と
願
う
若
者

や
秘
境
の
地
で
過
酷
な
暮
ら
し
を
続
け
る
人
々

も
描
か
れ
ま
す
。
伝
統
を
守
り
、
素
朴
な
暮
ら

し
を
続
け
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
希

望
を
託
す
村
人
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
大
切

な
も
の
に
気
づ
い
て
い
く
ウ
ゲ
ン
の
姿
が
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
美
し
い
景
色
と
と
も
に
映
し
出
さ
れ

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
瞳
と
笑

顔
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。
監
督
の
長
編
デ
ビ

ュ
ー
作
で
あ
り
、
俳
優
た
ち
も
こ
の
作
品
で
デ

ビ
ュ
ー
、
そ
し
て
村
人
や
子
ど
も
た
ち
を
演
じ

た
の
は
、
実
際
に
ル
ナ
ナ
村
で
暮
ら
す
人
た
ち

で
す
。12
月
初
め
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
発
売
予
定
で
す
。

秘
境
の
村
に
都
会
か
ら
来
た
若
い
先
生
と

村
人
や
子
ど
も
た
ち
と
の
心
の
交
流
を
描
く

奈
良
県
観
光
公
式
サ
イ
ト
よ
り


